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序章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. 研究背景
　フランスの都市は自然災害に遭う可能性の低い地理条件、石造
等の組積造とする構法やローマ法以来の土地・建物を一体的に扱
う法観念などから、古くは中世の都市が今日までその姿を残す。
その様態からフランスの都市は大きくは変わっていないという印
象を持つ。
　しかし、こうした都市も二度の世界大戦と復興で、少なからぬ
変化を経験した。またこの時代は 20世紀初頭に登場した「ユル
バニスム（urbanisme）」ということばが台頭する時期でもある。
これは日本語で「都市計画」と訳されるが実際は、都市のある側
面から介入するのではなく、産業・交通・土地利用・衛生・人口
等の諸側面を科学的根拠に立脚し包括的に扱い、都市を有機的統
一体と捉えて創造ないしコントロールしようとする視座を指すと
考えられ、その点で「都市論」、「都市学」と訳す方が適している
だろう。
　こうした都市観の変化が建築家・技術者や政府に浸透していく
状況が、二度の戦災復興によって促され、また同時に、戦災復興
の方向性を決定したのではないか。したがって、フランスの戦災
復興は単純な「戦前への復帰」ではなく、都市計画をめぐる中央・
地方関係や専門家の職能像の変化も巻き込んだ、戦後の新しい都
市の創造だった。
　本研究の狙いは、戦災復興をきっかけとして既存都市が 20世
紀型のそれに変化していく過程で、中央-地方の関係や職能像に
起きた変化を明らかにし、またその過程で重要性を増したユルバ
ニスムの意義について考えることである。
～先行研究について～
　日本ではル・アーヴルの復興研究があるが、フランス都市再建
の事例というよりペレの作家研究と言える。当時の都市計画につ
いては西山卯三・加藤邦男『フランスの都市計画』（1965）があ
るが、戦後復興には触れておらず、現状としてフランスの都市復
興はあまり重視されていない。
　一方フランスではル・アーヴルのような再建を機に大きく近代
化が図られた都市や、一方サン・マロのように戦前の状態に復元
された都市に関する研究が多く見られる 1 。また再建に関する行
政、法制度の国家政策についてDanièle Voldman が詳細な研究
を行っていている 2。都市復興、政治政策とユルバニスムの関係
に触れた研究は見つからなかったが、戦後復興そのものに関する
研究は行なわれている。そこで本論ではフランスの戦災復興を
Voldman の研究を核としながら紹介しつつ、ユルバニスムとい
う都市論による揺さぶりをくぐり抜けながら、職能や中央・地方
の関係が変わっていく過程に着目した。

2. 研究目的
（1）第一次大戦後の地方の団体／個人を主体とした放任的な再建、
ドイツ占領時代のヴィシー政権による権威主義
による国家主導の再建体系が構築されていく背景で徐々に「ユル
バニスム」が台頭し、第二次大戦後は国土復興の軸になるまでの
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　第二次世界大戦後のフランスにおける都市復興と「ユルバニスム」
－中央・地方の関係と職能像の転換－

過程と、この流れの関係性を示す。
（2）第二次大戦後の復興では、中央政府が地方との権力バランス
を取りながら、国土復興のために導入した体制や技術的措置を明
らかにする。
（3）ユルバニスムの誕生に伴い登場した職能「ユルバニスト」を
きっかけに起こる「建築者」の職能の変化や相関関係を描く。

3. 研究方法
　第二次世界大戦の復興前後を主に扱うが、ユルバニスムが登場・
台頭する大枠の中で復興について考えるために、20世紀始めか
ら第二次世界大戦の復興までを対象期間とする。
　先述の通り、Danièle Voldman (2006)『La reconstruction 
des villes françaises de 1940 à 1954』を中心とするが、他に
Claude Viviane、Françoise Choay の文献から学び、またデク
レ や法文は、Archives nationales sites de Fontainebleau に保
管される一次資料で補いながら記述した。

第一章 ユルバニスムの誕生と整備開発計画　　　　
　第一章では本論のキーワードである、「ユルバニスム」につい
て記述し、その浸透と世界大戦を背景に構築されていく都市の整
備計画について説明する。
1. ユルバニスムとは
1.1 「ユルバニスム」の起源
　「ユルバニスム」そのものの概念は 19世紀半ばのバルセロナで
誕生する。当時バルセロナでは急速に人口が増加し、超高密都市
となっていた。そこで市街拡張計画が決定され、競技設計で
1859 年に建築家セルダの案が採用される。今日のバルセロナの
グリッド型市街地はこうして生み出された。しかしセルダのより
重要な功績は、この後『都市化の一般理論』（1867）の中で、都
市を空間的に組織するための学という新しい学問領域を示すため
に「ユルバニスム」を生み出し定義しようとしたことだろう。
1.2 「ユルバニスム」の誕生
　フランス語に初めて「urbanisme」という語が現れるのは、
1910 年のヌフシャテル地理学会会報でクレルジェが「居住、特
に都市居住を、人類の要求に適合させる方法の体系的な研究」と
定義した時である。翌 1911 年には「フランス・ユルバニスト建
築家協会（Société Française des Architectes Urbanistes）」が
設立された。ユルバニスムという語の誕生とほぼ同時に、その概
念を発展させていくべき職能「アルキテクト・ユルバニスト」が
誕生したことは注目される。しかしこれは、ユルバニスムのみを
専門とする人物を指すわけではない。例えば 1923 年にストラス
ブールで開かれた「ユルバニスムと都市衛生の国際会議」には建
築家、土地測量技師、造園家、法学者といった専門家が参加して
いる。当時ユルバニスムは都市の無秩序な拡張、悪化する居住・
衛生環境を捉え解決策を練る枠組みとして使われた。
1.3 ユルバニスムとその領域
　したがってユルバニスムは都市を「計画」するための概念では
ないし、都市を「建設」、「経営」するためのツールでもない。実
際フランスで都市計画を示す言葉に「planification urbaine」が
あるが、これはユルバニスムの計画的な側面として扱われている。
つまりユルバニスムは計画、法律、地理、社会、経済、哲学といっ
た都市に関わる様々な領域の総体を示す言葉として用いられてい

1 Martine Liotard. Le Havre 1930-2006, France-Quercy, Picard, 2007、
Jean-Lucien Bonillo. La reconstruction à Marseille. HEMISUD, imbernon, 
2008 など。
2 Danièle Voldman, La reconstruction des villes françaises de 1940 à 1954. 
2006
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ると言えそうだ。本論では「ユルバニスム」を、都市を包括的に
捉える「都市論」と捉える。
　以降、言語を示す必要の無い場合に、仏語文献で使われる
urbanisme を「ユルバニスム」と記す。また文脈上日本語の都市
計画を指すと考えられる場合も、混乱を避けて「ユルバニスム」
と表記する。

2. 世界大戦と都市整備計画と法規の整備
　フランスでは第一次大戦以前、内務省にコミューヌ3整備に関
する事業の管轄は置かれ、また都市整備全般を規定した法律は存
在しなかった。
　第一次大戦後の復興では、1919 年に初めて都市整備に関する
法律（コリュヌデ法）が公布され、無秩序な都市の発展を制御す
るため罹災コミューヌや大都市に「美化拡張整備計画（PAEE：
Plan d’ aménagement, d’ extension et d’ embellissement）」
の作成を義務付けた。また賠償金については、国が全額補償
（réparation intégrale）するとして再建費を負担した。しかし全
国レベルで計画を主導する専門機関が存在せず、またコリュヌデ
法の拘束力が小さかったため、再建事業は得られた賠償金を元に
個人もしくは再建を目的に組織された協同組合（société 
coopérative）によって民間主導、かつ各地方レベルで行われた。
　第二次世界大戦中のヴィシー政権では、1940 年に再建専門機
関として不動産再建技術委員会（CTRI：Commissariat 
technique de la reconstruction immobilière）が、1941 年に再
建事業を含めた全国の整備開発事業を主導する全国設備総合庁
（DGEN：Délégation général de l’ Equipement National）が設
立された。これを機にそれまで各省庁に分散していた都市関連部
門がDGENに集約されていく。1943 年の法律では罹災コミュー
ヌを対象に「ユルバニスムプラン」の策定が義務付けられ、また
複数のコミューヌから成る地域圏単位でのユルバニスムプランの
策定も認められた。こうしてDGENを中心とした中央政府主導
の復興体制が出来上がった。CTRI、DGENには橋梁土木技術士
が多く務めたが、彼らは都市整備と、彼らの専門の土木工学を関
連づける手段としてユルバニスムを用いた。

DGENを中心とした中央政府主導の復興体制が出来上がった。
CTRI、DGENには橋梁土木技術士が多く務めたが、彼らは都市
整備と、彼らの専門の土木工学を関連づける手段としてユルバニ
スムを用いた。

第二章 第二次世界大戦後の復興　　　　　　　　　
　第二次世界大戦の復興は第一次世界大戦の復興、ヴィシー政権
期の経験を踏まえ、再建とユルバニスム一体的に扱った。第二章
では、その再建に関する政策や専門機関を具体的に見る。
1. 再建ユルバニスム省の設立
1.1 再建ユルバニスム省の設立とその機能
　1944 年 11 月 16 日のデクレ4 で再建都市計画省（MRU：
Ministère de la Reconstruction et de l’ Urbanisme）が、復興
事業とユルバニスムを専門的に扱う独立した機関として設立され
た。その後 1945 年 4月 21 日のオルドナンス5ではMRUの機能
について、第一に「ユルバニスムに関する問題」、次に「不衛生地区、
不良住宅を含めた住居と建設の問題」、そして最後に「戦災被害
を受けた不動産の修繕」を担当すると規定されている。ユルバニ
スムと再建を同じ枠組みで扱おうとする意図が読み取れる。
　MRUは全国レベルの復興方針の提案や政策の決定を行い、再
建費も戦災賠償金の形で捻出した。一方で実際の事業は各地方の
自治体、賠償金の受領と引き換えに組織化が義務付けられた工事
組合（association syndicale）に委ねた。組合は、自身が推薦し
MRUの承認を得た都市計画家と協力して再建プランを練り上げ
実行に移すが、MRUは各県に配置した監査官を通して常に、事
業過程に間接的に介入することで、中央と地方の力のバランスを
保ちつつ再建全体をコントロールした。
1.2 罹災都市の再建プランの作成手順
　再建プランの策定は四つの段階に分かれ、それぞれ異なる建築
家が異なる性格を持つプランを描く。
（1）主任都市計画家（urbaniste en chef）は再建整備開発プラ
ンを描いた。この段階では、道路線、街区形態、公共建築用地な
ど全体構想が描かれ、地区ごとに高さ制限や建築様式、素材が指
示されている。（2）次に同じくMRUから任命された主任建築家
（architecte en chef）が、これを元に全体配置図、容積形態計画
図、建物のファサード構成の主旨を作成した。（3）街区建築家
（architecte d’ îlot）は担当する街区内の配置図、ファサード構
成など、主任建築家と同じ作業を街区レベルで行った。（4）最後
にオペレーション建築家（architecte d’ opération）はそれまで
に設定された制約を元に具体的な建物の設計を行った。
　このように段階的にプランを策定することで、主任都市計画家
のプランにMRUの方針が反映され、主任建築家、街区建築家の
プランを経て、オペレーション建築家のプランでは直接のやり取

3 フランスにおける地方自治体の最小単位。
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［図 1］ ヴィシー政権時の都市計画関連機関の構成（1943 年）

4 共和国大統領または首相によって署名された、一般的効力を有するまたは個別
的効力を有する執行的決定。
5 国会の授権による立法。

［図 2］ 第二次大戦後の復興における中央-地方の関係
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りによる住民の意見が反映されプランが描かれる。どの段階でも
建築家に一定の設計の自由が与えられ、またMRUや住民、地方
公共団体には、審査・開示手続きの際に提案に介入する機会が与
えられ、それぞれの権限が保たれる仕組みだったと言える。

2. 戦災賠償金（Indemnité des dommages de guerre）
　戦災賠償金に関する法律は 1946 年 10 月 26 日に制定
された。条文では「物質的、直接的な被害に対し、全額補償の権
利を与える」（第 2条）とされた。また、第 15条で、「賠償金は
被害を受けた資産再建に掛かる全費用に、老朽化状態の悪さを考
慮した控除を適用する」と定めている。更にこの控除額は再建費
用の最大 20%であること、また資産価値は 1939 年時の評価を
用い、それに生活費用の変化に応じて定期的に修正可能な係数を
加えると記されている。
　したがって賠償金は、「資産価値（1939 年時）×生活費用の変
化に応じた係数 - 老朽化・状態の悪さに対する控除（最大 20%
まで）」という式から算出された。

3. 罹災者組合（association des sinistrés）
　1948 年 4月 16 日の法律で再建事業主体として、（1）再建工
事組合（association syndicale de reconstruction）と（2）再建
協同組合（association coopérative de reconstruction）が採用
された。
（1）再建工事組合は罹災コミューヌの区画整理地域内に土地を所
有する罹災者で構成され、政府から戦災賠償金を受け取ることを
条件に、大臣の決定で設立される公的機関である。第二次世界大
戦の再建のほとんどがこの組合によって行われた。
（2）再建協同組合は第一次大戦後の再建で見られたモデルに倣っ

ていて、区画整理区域外に土地を持ち、共通の利害を持つ所有者
により構成される。前者に比べ中央政府の影響力は小さいが、組
合の結成に際してMRUの認可を必要とするように、行政、技術
面で制約を受けた。

4. 区画整理（Remembrement）
　区画整理は再建の核となる事業として位置づけられた。技術的
には協議による区画整理、混合区画整理、工事組合による区画整
理の三つの手法が存在したが、再建事業では工事組合によるそれ
が主に採用された。
区画整理は以下の手順で行われた。
（1）事前準備
罹災者工事組合を組織するために、（i）区画整理対象地区の区画
画定、（ii）旧区分地図の作成、（iii）土地所有者の捜索、（iv）地
片所有者名簿の作成、といった作業から戦前の土地や建物、その
所有者の状態を把握するための資料を作成した。次に（v）罹災
者工事組合を設立し、（vi）同価値区域による土地価格評価、
（vii）土地の収用を行った。土地の価値を算出し戦災賠償金とし
て支払うことで所有を非物質化（dématérialisation）し、戦前の
状態に拘束されず新しい区分境界を決定出来る状態が整った。
（2）区画整理計画の制定
 MRUによって任命される区画整理委員は、旧区分地図と建築家
が描く全体配置図を元に区分地図を作成し、区分境界が決定され
る。区画の形態が定まると、元の敷地と同じく同価値区域によっ
て新しい敷地の見積もりが行われた。ここまでで作成された資料
は市民に一般公開され、必要に応じて修正が行われる。その後
MRU大臣の承認を得ると、最終的な区画整理図と関連する書類
が作成され閉了する。

［図 3］ 「専門家」の職能の変化
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第三章 「ユルバニスト」を巡る建築者の動き　　　
　第三章では、建築家、ユルバニスト、橋梁土木技術士、土地測
量技師の、再建事業を通じた地位や職能の変化やそれらの関係を
見る。
1. 「専門家（Hommes de l'art）」
　1919 年のコリュヌデ法では都市の整備開発について「市町村
参事会は市長の提案を元に専門家（hommes de l'art）もしくは
会社を決定し、プランと計画の調査と策定を依頼する」と定めて
いる。この「専門家」は一般に「建築者（bâtisseur）」を指し、
当時のユルバニスト（urbaniste）、建築家（architecte）、橋梁土
木技術士（ingénieur des Ponts et Chaussées）、土地測量技師
（géomètre）らが該当した。この表現は都市整備が法律で定めら
れるようになった 1920 年代以降 1950 年代の終わりまで使用さ
れるが、「建築者」たちはその間、自身の職能や活動領域の再定
義を試み、「専門家」が指す領域の中に彼らの領域が重ねられて
いった。無秩序に拡大していく都市をコントロールするために実
施された整備開発、二度の世界大戦で増大した専門家の需要、更
にそこに「ユルバニスト」という職能理念の誕生が、専門家たち
の介入する領域を拡大の方向へ導き、それぞれの境界線が曖昧に
なったのである。

2. 「ユルバニスト」を巡る職能の変化
2.1 第一次大戦まで：「ユルバニスト」の誕生
　20世紀初頭の「ユルバニスム」から派生して「ユルバニスト」
という言葉が登場した。1911 年に「フランス・ユルバニスト建
築家協会（SFAU：Société française des architectes urbanistes）」
が設立されるが、名前にもあるようにこの職業を目指した建築家
が主な会員だった。またユルバニストは当初形容詞的に使われ、
それ単体の明確な定義の途中だった。
2.2 第一次大戦の復興：職業分野の拡張
　当時建築士の資格は無く、専門性を問わず建築家を名乗ること
が出来たが、政府認定建築士（DPLG）の資格を持つ建築家が優
先的に政府機関や市町村に務め公共建築の修復を行い、それ以外
は自由業者として各地で個人による再建に携わった。ユルバニス
トは 1919-24 年の法律で、罹災コミューヌで作成が義務づけら
れた PAEEを担当した。土地測量技師は元々農村部で耕地整理や
土地台帳の作成を担当していたが、大戦後はこの仕事に加え、都
市部の画地分譲や地方で PAEEの作成も行うなど、復興需要で活
動範囲が大きく広がった。橋梁土木技術士もインフラの修復に加
え、地方で PAEEの作成も担当し整備事業へ参入した。
2.3 大戦間：職業資格の誕生と整備事業への進出
　ユルバニストは引き続き PAEEの作成を行う傍ら、国際学会等
の交流から都市分析の手法を発展させ、雑誌等メディアを通して
理論を提示し自身の存在を社会にアピールした。1934 年の法律
で「橋梁土木技術士」の資格が認められた。橋梁土木技術士は都
市整備開発の重要性を理解し、橋梁土木学校でユルバニスムの授
業を開講し、政府機関の役職に就かせていくなど、行政的手段を
備えようとした。一方土地測量技師は、第一次大戦の復興で活動
分野が広がったが、再建が完了すると仕事は減少し、資格を持っ
ていなかったことから他職業との競争で劣勢になり、自身を再定
義する必要に迫られた。建築家は橋梁土木技術士の資格の誕生と、
他分野の勢いを増す整備事業への参入に危機感を覚え、自身の職
能を守るため「建築士」の資格制度制定を政府に要求した。
2.4 第二次大戦期：技術官僚の支配と建築家の分裂
　1940 年に「建築家協会（Ordre des architectes）」が設立され
たが、これは同時期に政府が認定した「建築士」の資格と地位の
保護を目的とした。伝統を重んじる「建築家-芸術家
（architecte artiste）」とユルバニスムに関心を持つ近代運動の建

築家（architecte du Mouvement moderne）」に分かれていた。
前者は資格が認められ安心したが、後者は変化する都市社会に適
応しようと職能を変化させる方向へ動いた。ユルバニストは整備
開発に重点が置かれ、1943 年の法律でも、「罹災都市の再建計画
はユルバニスムの資格を得た専門家により作成される」とされ、
ユルバニストが再建計画の主導者となった。橋梁土木技術士もま
た、CTRI の県監査官（délégué départemental）等の立場から
公人として、罹災都市の再建事業で重要な役割を担っていた。土
地測量技師は職業の確立を目指し、建築士の資格に触発され、
1944 年の法律による「専門土地測量技師協会」の設立に伴い、
彼らも資格を獲得した。法文に職業領域に関する記述は無く、再
建・整備開発プランの作成等は禁止されなかった。
2.5 第二次大戦後の復興：職能転換の終盤
　1945 年MRUは「ユルバニスム憲章（charte de l'urbanisme）」
を発表し、これまでの建築家とユルバニストの境界を巡る議論に
終止符を打った。再建事業の参加を希望する建築家やユルバニス
トは審査を経て与えられる「再建建築家（architecte de la 
reconstruction）」の称号で一体的に扱われ、公共団体や工事組
合が主体の再建事業に参加することが出来た。橋梁土木技術士は
土木構造物の再建に加え、ユルバニストと協働し道路線図の作成
や、仮設建設も担当した。技術官僚の助力で、橋梁土木技術士は
ユルバニストに対し一定の自立性を獲得した。土地測量技師は橋
梁土木技術士・土地測量技師（ingénieur-géomètre）」と称し、
都市部や区画整理の土地台帳の作成を担当して再建事業に参加
し、「ユルバニスト土地測量技師（géomètre urbaniste）」として
の名を広めた。

結章　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本論で得られた知見は以下の通りである。
（1）第一次大戦以降徐々に整備開発に関する法制度が構築され、
都市の無秩序な発展を防ぐ技術としてその重要性が高まり、この
事業を統括する専門機関が設立された。「ユルバニスム」がこの
動きの周辺に登場し、また機関や役職の名前に用いられるように
なるのは、建築家以外の専門家が都市開発事業へ参入するための
根拠としたからと言える。
（2）政府と地方の間に置かれる県監査官、戦災賠償金、工事組合
の結成、それによる区画整理事業、主任都市計画家や主任建築家
を始めとする段階的な再建プランの作成といった第二次大戦後の
復興において導入された仕組みは、いずれも地方に一定の権限を
持たせつつ、しかし中央政府が自身の負担を軽減しながら全体の
動きをコントロールする状況を作り出していた。
（3）ユルバニスムの誕生に伴う「ユルバニスト」の誕生に、世界
大戦も加わって、「建築者」の地位や職能の再定義を促した。そ
れまで絶対的な地位を確立していた芸術家としての建築家は、ユ
ルバニストとしての建築家や橋梁土木技術士に再建の国家主導権
を奪われた。この足下では土地測量技師がこの転換期に乗っかり
活動範囲を広げた。こうした職能の転換は特に第二次大戦の前後
に集中した。
（4）ユルバニスムの概念は用いる者によって多様だが、それゆえ
に政府は社会、経済、都市、商工業を包括した国土復興をユルバ
ニスムと重ね、また専門家はその概念に自分を位置付けることで、
新しいシステムへの転換に成功した。
～今後の課題～
　本研究ではヴォールドマンなどの先行研究から得た知見を二次
資料として補いながら解釈し考察したに止まる。今後はその上で、
各職能団体や行政機関を詳細に見たり、あるいは具体的な都市で
本論の知見を検証する必要がある。
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